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研究概要
金属有機構造体	（MOF）	は、金属イオンと有機配位子からなる多孔性材料であり、ガス貯蔵や

触媒などの応用が多く研究されてきた。電気伝導性MOFは、材料設計の容易さ、ナノ細孔を介
した Li イオンの高速拡散、長寿命、持続可能なエネルギーソリューションなどの利点が期待さ
れ、液系Li電池の正極としての応用研究が進んでいる。しかしながら、電気伝導性MOFを「全
固体」Li 電池の正極に用いた研究は行われていない。
そこで本研究では、MOFを正極に用いた全固体Li 電池を開発する。電気伝導性MOFである

Cu3 (HHTP) 2 の配向膜を正極として、充放電の容量、内部抵抗、サイクル特性を評価する。予
備検討において、Cu3 (HHTP) 2 を正極とした全固体Li 電池のサイクリックボルタンメトリーに
おいて、既に電池動作を示唆する結果を得ている。予備検討をもとに、電池特性を詳細に調べる
ことで、MOF	を正極とした全固体電池の設計指針を確立する。


